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環境問題の移り変わり環境問題の移り変わり どう変わってきたんだろう？ 環境学習施設環境学習施設 もっといろいろ学びたい方へ

産業公害（昭和３０～４０年代）

都市化の進展に伴う公害
(昭和４０～６０年代)

地球規模の環境問題（現在）

　第二次世界大戦後の経済復興の中で、日本の産業が急速に発展し、たくさんの建物や工場が建てられました。そして、神奈

川県でも、京浜工業地帯を中心に大気汚染や水質汚濁などの公害が問題になりました。

　そこで、公害から人々の生活を守るため、条例や法律の制定、企業の取組など様々な対策がとられました。

　環境問題は、私たちの生活・活動に起因するものであり、環境問題の解決に向けて何より大切なのは今を生きる私たち一人

ひとりがそれぞれの地域や立場から主体的な取組をすることです。そのためには、環境学習が重要です。ここでは、環境につ
いて学びたい方を支援する学習施設等を紹介します。

○県の対策

　神奈川県事業場公害防止条例(昭和２６年)

　神奈川県公害の防止に関する条例(昭和３９年)

　良好な環境の確保に関する基本条例(昭和４６年)など

○国の対策

　公害対策基本法(昭和４２年)

　大気汚染防止法(昭和４３年）

　水質汚濁防止法(昭和４５年)など

　産業公害が法整備や企業の努力により改善された一方

で、人口や社会経済活動の都市への集中により、生活排水

による河川や海の汚濁、大量に排出されるごみの処理、自

動車交通量の増大に伴う大気汚染・騒音・振動など、都市

生活に関係した公害が顕著になりました。

　環境問題の多くは、社会・経済活動や私たちの日常

生活に深く関わっていることから、環境問題を改善・

解決していくためには、私たち一人ひとりが現在の状

況を認識し、情報を共有し、行動していくことが必要

です。

　そのためにこの冊子を活用し、環境問題についての

理解を深めましょう。

　ものやエネルギーを大量生産・大量消費・大量廃棄する

社会経済活動やライフスタイルが定着し、私たちがより便

利で快適な生活を求めることにより、地球温暖化やオゾン

層※の破壊など一地域や一国にとどまらない地球規模の環境

問題が顕在化してきました。

※オゾン層
　太陽光に含まれる有害な紫外線の大部分を吸収して、地球上の生物を守っ
ています。しかし、このオゾン層がフロン等の化学物質によって破壊され、減少
しています。

●昭和30年代から40年代の大気汚染の状況

廃棄物⇒6ページ

自然環境⇒9ページ

大気環境⇒2ページ

地球環境⇒7ページ

化学物質⇒4ページ

水環境⇒3ページ

環境学習施設⇒１０ページ

騒音・振動・悪臭⇒5ページ

●ごみの総排出量の推移

●世帯当たりのエネルギー消費原単位と用途別
　エネルギー消費の推移

全国の総排出量は、環境省 平成21年版環境・循環型社会・生物多様性白書より作成

【注】「総合エネルギー統計」では、1990 年度以降、数値の算出方法が変更されている。
【出所】（財）日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」、資源エネルギー庁「総合
エネルギー統計」をもとに作成

経済産業省 資源エネルギー庁エネルギー白書 2010より

■東京ガス 環境エネルギー館
　触って動かす展示物や映像、実験・工作などのプログラムを
通して、身近な環境問題や科学・生き物の不思議を体験しなが
ら楽しく学ぶことができます。
　環境関連の図書が約７５００冊ある環境情報センターは、調べ学
習としてご利用いただけます。
　池や小川、野原のある屋上ビオ
トープでは生き物観察や自然遊び
も楽しめます。
　〒230-0045 横浜市鶴見区末広町1-7-7
TEL 045-505-5700
URL http://www.wondership.com

■神奈川県環境科学センター
　身近な環境の分析や実験ができる「実習室」や、視聴覚設備
を備えた「環境学習室」、打合せや資料閲覧ができる「活動支
援スペース」を設け、環境保全活動を行う方々を支援していま
す。また、各種講座の開催や環境学習の相談、実習の指導を行
うほか、「出前講座」も実施しています。

〒254-0014 平塚市四之宮1-3-39
TEL 0463-24-3311
URL http://www.k-erc.pref.kanagawa.jp/learning/toppage.html

■アジェンダ２１かながわ環境情報相談コーナー
　（愛称：かながわエコBOX）
　地球温暖化を始めとした環境分野全般の相談やボランティア
活動の紹介、環境関係の図書や環境計測器等の貸出を行ってい
る窓口です。また、メールマガジンやホームページを活用して、
環境に関する情報提供も行っています。

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 かながわ県民センター
TEL 045-321-7453（直）
URL http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/0514/ecobox/

■ホームページ「かながわの環境」
　県内の環境に関する情報を総合的に提供するホームページで
す。「新アジェンダ２１かながわ」をはじめとする県の環境行政
情報や法令情報、環境に関するイベント情報や各地域の光化学
スモッグ発令情報などを発信しています。

神奈川県環境農政局環境部地球温暖化対策課アジェンダグループ
TEL 045-210-4065（直）
URL http://eco.pref.kanagawa.jp/

■神奈川県立自然環境保全センター
　県産木材を使った本館では、丹沢大山をはじめとした自然環
境の現状、自然の仕組み、自然再生の取組を紹介しています。
また、レクチャールームでの講
習会、野外施設での自然観察会
など自然環境保全の普及啓発や
情報の発信を行っています。

〒243-0121 厚木市七沢657
TEL 046-248-0323
URL http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/1644/main.html

■神奈川県立生命の星・地球博物館
　｢生命の星・地球｣の誕生から現在まで
の４６億年にわたる地球の歴史とその神秘
性を時間の流れを追ってわかりやすく展
示しています。また、展示だけでなく、
自然に関する調査・研究、資料の収集・
保管や、これらの資料を使った講座や観
察会なども開催しています。

〒250-0031 小田原市入生田499
TEL 0465-21-1515
URL http://nh.kanagawa-museum.jp/

■社団法人観音崎自然博物館
　｢森と海と人｣をテーマに自然と人間のかかわりを考えるため
の施設です。館内には観音崎でみられる海藻、コケ、シダ、季
節の花々、磯の生物、昆虫、両生類、ハ虫類などを生きている
状態で展示しています。

〒239-0813 横須賀市鴨居4-1120
TEL 046-841-1533
URL http://kannonzaki-nature-museum.org/

■東京電力横浜火力発電所 トゥイニー・ヨコハマ
　横浜火力発電所では、環境に配慮した様々な取組を行ってい
ます。高効率で環境にやさしい発電所の設備を見学するととも
に、「電気」について楽しく体験しながら学ぶことができます。
　緑豊かな「いこいの丘」や「とん
ぼ池（ビオトープ）」での自然観察、
２００ｍのツインタワー見学など様々
なメニューでご利用いただけます。
 

〒230-0053 横浜市鶴見区大黒町11-1
TEL 045-511-1222
URL http://www.tepco.co.jp/yokohama-tp/index-j.html


